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１                              問題のページへ 

(1) 2: xyD ≧ , kxy≦ , 2: xyE ≦ , kxy≧ , xxyF 2: 2 +-≦ , kxy≧ より, こ

れらの 3 つの領域の境界線は, 2xy = ……①, kxy = ……②, xxy 22 +-= ……③

である。 

①と②の交点は, kxx =2 より, kx ,0=  

①と③の交点は, xxx 222 +-= より, 1,0=x  

②と③の交点は, xxkx 22 +-= より,  

kx -= 2,0  

これより, 領域 )( FED IU を図示すると, 右図の

網点部となり, その面積 )( km は,  
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(2) (1)より, 22
2
1)( 2 -+=¢ kkkm )44(

2
1 2 -+= kk  

0)( =¢ km とすると, 222 ±-=k  

0≦k≦1 より, )( km の値の変化は

右表のようになり, 222 +-=k のと

き最小となる。 

ここで, 6126 23 +-+ kkk を 442 -+ kk で割ると,  

1416)2)(44(6126 223 +-+-+=+-+ kkkkkkk  

これより, 最小値 )222( +-m は,  
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［解 説］ 

1999年に続き, いわゆる
6
1公式の適用パズルが出題されました。ただ, 本年の問題

は, ひねりが加わっています。 
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２                              問題のページへ 

(1) ピッタリ直線 l は , 線分 AA ¢ の垂直二等分線より , 

APPA ¢= となり,  
2222 )()4()2( qtpqp +-=-+-  

2216844 tptqp +-=+-+-  

まとめると, 0208422 =-++- qpptt ………① 

(2) ①が異なる 2つの実数解をもつとき点 )0,(A t¢ は 2つ存

在し, このときピッタリ直線は 2本存在することより,  

0)2084(4 2 ＞-+-= qppD  

2048 2 +- ppq＜ , 2)2(
8
1 2 +-pq＜  

点 ),(P qp の存在範囲は, 右図の網点部となる。ただ

し, 境界は含まない。 

(3) ①の異なる 2つの実数解を 21 , ttt = とおき, )0,(A 11 t¢ , )0,(A 22 t¢ とする。 

)4,2(AA 11 --=¢ t , )4,2(AA 22 --=¢ t  

2本のピッタリ直線が直交することより, 0AAAA 21 =¢×¢ となり,  

016)2)(2( 21 =+-- tt , 020)(2 2121 =++- tttt ………② 

ここで, ①に対して, 解と係数の関係を用いると,  

ptt 221 =+ , 208421 -+= qptt  

②に代入して, 02042084 =+--+ pqp  

よって, 0=q となり, 点 ),(P qp は x 軸上に存在する。

図示すると, 右図の太線部となる。 

 

［解 説］ 

線対称を題材にした問題です。対称な 2点を結ぶ線分の垂直二等分線が対称軸とい

うことに注目するとクリアーです。 
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３                              問題のページへ 

(1) まず, 試行後の新しい底面の数字と, その数値になる確率を表にまとめる。 

(i)  底面の数字が 1または 6のとき 

新しい底面の数字は 2, 3, 4, 5のいず

れかとなる。 

(ii) 底面の数字が 2または 5のとき 

新しい底面の数字は 1, 3, 4, 6のいず

れかとなる。 

(iii) 底面の数字が 3または 4のとき 

新しい底面の数字は 1, 2, 5, 6のいず

れかとなる。 

さて, 底面の数字が 1であるとき, 試行を 1回行うと, 新しい底面の数字は 2, 3, 

4, 5のいずれかであるので,  

0)6()1( 111 =+= ppq  

次に, 試行を 2 回行ったとき, 底面が 1 となるのは, 121 ®® , 131 ®® , 

141 ®® , 151 ®® の場合 , 底面が 6 となるのは , 621 ®® , 631 ®® , 

641 ®® , 651 ®® の場合で, それぞれの確率は,  
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よって, 
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(2) n 回の試行の後, 底面の数字が 1 または 6 となるのは, 1-n 回の試行後, 底面の

数字が 1または 6でないときである。 

1-n 回の試行後, 底面の数字が 2または 5のときも, 3または 4のときも, n回の

試行後, 底面の数字が 1または 6となる確率は, 
2
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(＊)に 1=n をあてはめると 01 =q となり, 1=n のときも満たしている。 

(3) n 回の試行の後, 底面の数字が 1 となるのは, 1-n 回の試行後, 底面の数字が 1

または 6 でないときである。 1-n 回の試行後, 底面の数字が 2 または 5 のときも, 

3または 4のときも, n回の試行後, 底面の数字が 1になる確率は
14
1 なので,  
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)1(
14
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すると, (2)より, nn qp 2
14
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(＊＊) に 1=n をあてはめると 0)1(1 =p となり, 1=n のときも満たしている。 

 

［解 説］ 

一見，難しそうな題意を把握するために, (1)では, 考えた順にやや詳しく書きまし

た。なお, 漸化式の威力が発揮されるこの手の問題は頻出です。名大では 1995 年に

類題が出ています。 

 


